

























数は、順に、 1724(夜間主コースの 61を含む)、 1535、1537名です。昨年 12月開催の全学教育
実施委員会の配付資料によりますと、彼らの l年次での受講者数(受講率%)は、「概論Jで本






















( 3 )教育環境:100名サイズの「概論jを改善できないか? I演習jはTA付きで、行っている
が、演習環境は十分整備・活用されているか?












































































中に UNIX環境と MSWindows環境の 2部構成からなる演習手訂き書として作成されました。情報
処理演習の共通修得事項に留意しながら、本学総合情報処理センター演習室の計算機環境を念頭
にこの教科書は書いてありますので、教官および学生に役立つと思います。




期の TAとして UNIX担当には電気情報工学専攻、 MS-Windows担当には機械システム工学、社会
開発工学、構造工学の 3専攻から計 16名の院生を TAとして採用してもらいました。なお、担当
教官と TAの情報交換の場として、箆le伽1.na四 saki-u.ac. jpというメーリングリストが野崎先生
(情報処理センター)により運営されています。私は、本年度の情報処理教育の担当教官ではな
かったのですが、本委員会から積極的に情報を提供するために、このメーリングリストに登録し














第 l端末室(MS-Windows 60台) [情報処理センター内]
新端末室(MS-Wi ndows 80台)[地域共同研究センター隣接]
これら 3演習室は、すべて情報処理センターによって管理されています。演習受講の学生には、
センターで準備した 6ヶ月有効の教育 ID(計算機利用者番号とパスワードのセット)が配付さ
れます。キャンパス内に離れた演習室は種々の問題を抱えています。まず、演習室が狭隆なこと
で、新端末室(約 120m2)には 80台のパソコンがみっていて、教官側から大部分の学生の顔が
見れないままに演習を進めねばならない状況です。また、パソコン机の前後間の距離が 1mと離
れていないため、 TAが指導しようにも容易に後ろに回りこめません。熱意のあまり入り込むと、
体がケープルや機器等にぶつかり、パソコンのケープルの断線やコネクタ一部のゆるみの原因に
なってしまいます。また、管理の問題から、情報処理センターから遠い新端末室は、演習時間の
みしか利用できないことが挙げられます。こんな中、平成 10年度創設された工学部情報システ
ム工学科から、平成 11年度は新端末室のスペースを改装.して実験室等として使用したいという
申し出がありました。このため、本部と数度折衝が行われ、新端末室に変わるスペースを、情報
処理センターの南側に新設して頂くことになりました。この新設端末室の面積は 200m2と少し
狭障さを緩和できる広さになり、パソコン等のレイアウトにも工夫がこらされています。現在、
MS-Windows端末室である第 l端末室と新端末室には、 CAIシステムが導入されていますので、教
官卓の PCから、学生用端末に音声や画像の配送やモニターリングが可能です。この移設に伴っ
て、ビデオプロジェクターなどの視聴覚システムや電子黒板の整備がされることが期待されます。
また、 X端末室は隣接する 2室に別れているので、多人数の場合一括説明に不便な面が生じてい
るようですが、 TAやネットワーク上の教材の活用でカバーされているようです。
全学教育の学生用図書等の選定依頼が9月半ば締め切りで全学教育事務室よりなされ、本専門
委員会の予算枠は約 18万円でしたので、上の担当教官メーリングリスト宛てに依頼を出し、購
入リストを作成することができました。
(4)今後の問題
本専門委員会の“守備範囲"は、情報科学や情報処理学の、言わば理工学の分野ですが、今日
情報化の流れが社会全体に及んでおり、学生が専門課程に進む前に実社会に対する各分野の貢献
や影響を把握するのが全学教育の場であることを考えると、高度情報社会における情報処理の役
割や影響などの社会科学的観点や、情報処理技術を表現手段として用いる人文科学的観点から考
察した情報論の講義が必要と思われます。現在、この分野は、総合科目として開講されています
が、将来これらの科目の担当者と意見交換の必要な時期がくることでしょう。
今日、計算機システムは、中央集中化から分散・協調化の過程にあり、種々の計算機システム
がネットワークを介して接続されています。その中で、末端の計算機システムであるパソコン本
体の性能は飛躍的に向上し、低価格化も急激に進行していますから、この先、学生のパソコンの
個人所有率は上がるものと思われます。もしかするとパソコンは、学生が大学入学時に買う(あ
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るいはレンタルする)もので、大学が準備する必要はないという事態になるかもしれません。(最
近、米国では個人情報の提供と引き換えで、パソコンを無料で配るという会社が現れて話題にな
りました。日本でも、モデルチェンジ後の PHS本体は無料という同様な販売法があります。)以
上の情況になれば、大学で用意すべきは、ネットワーク整備や一般講義室等のインフラであり、
あるいはアプリケーションを自由に使えるサイパースペースの提供かもしれません。例えば、私
の所属する機械システム工学科のカリキュラム改革の叩き台として出てきたアイデアですが、新
入生に、学科で指定したノートパソコンを買ってもらってはどうかというのがあります。このパ
ソコンを 4年聞かけて活用していくカリキュラムを学生や両親に提示すれば、両親はその購入に
抵抗はないどころか積極的賛成し、教育上の特記すべき事項になるかもしれません。その場合、
OSには、業界標準の MS-WindowsとFree SoftwareのPC-UNIXの両方が起動できるようにし、
後者を主として教育用途に使用することで、これ以上のソフトの出費を抑制することにします。
この場合、両親にとって抵抗のないパソコン価格というのが、どの程度なのでしょうか?以前に、
サラリーマンがパソコンを購入する際、 20万円というのが家族に相談することなく(あるいは
事後承諾で)購入を決断できる分岐点であるというのをパソコン雑誌で見たような気がします
(日本人は高級品噌好が強い)。現在の日本は、バブル景気が弾け雇用不安が話題になる昨今で
すから、この金額の出所も暖昧に感じられますが、パソコンめ低価格化自体は確実に進行してい
ます。現在の最新のデスクトップパソコンは、 10万円そこそこで購入できるでしょう。その昔、
学科の紹介で工学部の学生が製図道具や電車を買ったように、学生がノートパソコンを一括購入
することに抵抗のない時代が間も無く来るかもしれません。さて、このような個人購入のパソコ
ンが多数出現した場合、どのように NUNetに接続させるべきなのか種々の問題が発生するかもし
れません。しかし、情報処理教育の一つの環境として、検討すべき時期が早晩くるような気がし
ます。
一方、大部分の学部・学科は、以上のような“無謀な"ことはしないでしょうから、全学教育
の演習の場は、情報処理センターの端末室ということになるでしょう。情報処理センター側とし
ては、その人材や費用の問題から、クライアント・パソコンの機種を統一して欲しいという見解
があると思います。この分野の選択肢は、 MS-Windows、MacおよびLinuxなどに 3極化していく
のではというある種の希望的観測がでてきました。その背景には、一私企業が世界的規模でパソ
コン市場を独占している情況に対する危慎や反発、より使いやすいコンビュータへの根強い欲求、
Open Source運動の高まりとその商業的成功などがあります。このようなマルチ・プラットフォ
ーム化の要求にどのように全学教育の場で対応していけるのでしょうか?また、順次、小中高等
学校で、さまざま情報処理教育を受けた学生が入学してくるわけですが、多様なリテラシーを持
つ学生にどのように対応していくのか、将来検討のいるところです。
以上のように、今後に持ち越している課題は山積しているわけですが、一般情報処理科目専門
委員会は全学協力体制でさらに検討を進めて行きます。
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